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今期の指定管理者の管理運営状況（１～６の結果を踏まえた総合評価）

（総合評価の基準）
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１　管理運営等の状況

（評価の目安）
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

(1) 事業の実施状況

モニタリング結果報告書（平成25年度下半期）

＜１管理運営等の状況＞提案に基づいて着実に事業を実施している。維持管理では、設備・機器類の故障や不具合にも迅速
に対応し、利用者に不便の無いように努めていることから、Ｂ評価とした。
＜２収支状況＞会議室等の利用減少を理由とした収入の減があった。収支差額は、前記理由によりマイナス10.9%となったた
めＣ評価となった。
＜３利用状況＞企業や団体への営業等の広報活動に積極的に取り組んだが、利用者数は前年同期対比増減率で99.1％とマイ
ナスとなったためＢ評価となった。
＜４利用者の満足度＞利用満足度調査を１月に実施し、上位２段階の回答割合が81.0％となったためＡ評価とした。調査票
は利用者に手渡しで依頼をし、施設利用終了時に回収する方法を取っているため、回収率は73.5％と高くなっている。
＜５苦情・要望等＞今期は特に苦情・要望等はなかったためＡ評価となった。
＜６事故・不祥事等＞公共施設利用システムのルーター盗難の事故が発生したが、新しいルーターの設置場所の変更や端末
そのものへの盗難防止策を行う等適切に対応したためＢ評価となった。
＜今後の方針等＞利用者サービス向上の観点から、継続して各事業に取り組むとともに、利用者からの要望を踏まえたサー
ビスや施設維持を実施し、更なる利用率の増加に努めてもらいたい。

2
（

指
定
管
理
業
務
）

公益財団法人神奈川県労働福祉協会
かながわ労働プラザ

H23.4.1 H28.3.31

提案内容
利用者サービス向上の観点から、利用者ニーズに即
した施設設備を提供する。

利用者が快適に施設を利用できるように、交流広場・各
会議室の美観維持に努めた。また、各種講座等の開催案
内、近隣地区の施設やイベントなどのパンフレット等を
配架し、利用者のサービス向上に努めている。機器類の
修理にはその都度迅速に対応し、利用者に不便の無いよ
う努めた。
また、各会議室等でインターネットが利用できる環境を
整備するため、無線LAN配線設置工事を行うなど積極的
に設備向上に努めた。

実施状況等

施 設 所 管 課

Ｂ

施 設
指 定 管 理 者
指 定 期 間

労政福祉課

会議室等の利用や貸出機器等の使用について、利用者の
要望に沿ったきめ細かいサポートを行い、外国人の利用
が多いトレーニングルームには、外国語の利用案内を引
き続き行っている。また、接遇の姿勢をまとめた「全員
コンシェルジュ宣言」を職員は毎日励行し、トラブル防
止や利用者サービスの向上に努めている。

利用者サービスの観点から、きめ細やかな接客サー
ビスを提供する。

Ｂ

：事業計画、仕様書等の内容を上回る事業を実施した。
：概ね事業計画、仕様書等の内容どおりに事業を実施した。
：事業計画、仕様書等の内容のうち、一部の事業を実施していない。
：事業計画、仕様書等の内容のうち、半数以上の事業を実施していない。

評価

：極めて良好な管理運営状況である。
　（「１　管理運営等の状況」を含むＡが３つ以上で、ＣとＤが１つもない場合）
：良好な管理運営状況である。
　（Ｃが１つ以下でＤがない場合）
：一部改善が必要な管理運営状況である。
　（Ｃが２つ以上の場合。または、Ｄが１つの場合）
：抜本的な改善が必要な管理運営状況である。
　（Ｄが２つ以上の場合）
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ホームページや年３回発行の広報誌「プラザ通信」で広
報を行っている。また、自主事業やプラザフェスタの開
催にあたっては、事前に各種メディア（新聞・タウン誌
等）に広報している。ホームページに職員によるツイッ
ターを随時更新し、施設情報やイベント情報についてリ
アルタイムに発信している。

労働・生活・文化教養・健康などをキーワードに次のよ
うな自主事業を開催し、施設の利用促進を図っている。
・源氏物語講座
    10/7:66名、10/21:60名、11/4:62名、
    11/18:61名、12/2:62名
・ヨガ入門体験講座 Part2
    10/4:14名、10/11:11名、10/18:12名、
    10/25:12名、11/1:13名、11/8:13名
・パソコン初級講座
    2/25:8名、2/27:7名
・囲碁初級講座
    10/2:12名、10/30:11名、11/13:12名
    11/17:11名、12/11:11名、1/15:11名
    1/29:9名、2/12:9名、2/26:11名
・労働実務セミナー
    10/16:16名、11/20:42名、1/22:22名
    3/19:18名、3/25:12名
・フラダンス入門体験講座
    10/3:3名、10/10:3名、10/17:3名、10/24:3名
・神奈川の歴史講座 鎌倉
    10/23:53名、11/20:40名、12/18:46名
    1/15:37名、2/19:42名、3/19:42名
・江戸しぐさ入門講座
    11/5:32名、11/12:22名、11/19:24名
    11/26:21名、12/3:23名
・管理職向メンタルヘルスセミナー
    2/22:51名
・アロマテラピー入門講座
    3/2:9名
・就職準備ガイダンス
    3/17:8名
・初心者エクセル講座
    3/20:6名
・古典講座富士山
    3/25:61名
また、２月１日にプラザフェスタの開催した。

施設の利用促進の観点から、利用者の自己学習、交
流活動を継続する契機となるよう、また、施設に一
層の親しみをもっていただき利用してもらえるよう
な、自主事業を積極的に開催する。

実施状況等

施設の利用促進の観点から、利用者拡大のための積
極的な広報活動を行う。

利用者サービスの観点から、労働関係情報をはじめ
とした様々な情報の提供をする。また、施設の利用
促進の観点から、労働情報コーナーにおける図書・
資料等を充実し、利用者の要望に適切に対応できる
よう運営する。

提案内容
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労働情報コーナーでは、新刊図書やその時々の話題に
なっている労働に関する事柄等の特集コーナーを設置す
るとともに、ホームページでは、サークル情報、近隣公
共施設情報、自主事業開催情報、県及び関係機関などの
講習会等の情報を掲載し、利用者サービスの向上に努め
ている。
労働情報コーナー内の特集コーナーでは月ごとにテーマ
を設け、関連する資料を配架している。利用者の要望を
的確に把握し、必要な資料・図書購入を行っている。購
入にあたっては｢図書資料選定等委員会｣において選定し
購入している。
・第２回図書資料選定等委員会開催
・特集ｺｰﾅｰ
   10月｢年金」
   11月｢人材マネジメント リーダーシップ」
   12月｢ワークライフバランス」
   １月｢女性労働」
   ２月｢パワハラ・セクハラ｣
   ３月｢新人社員基礎講座・ビジネスマナー」



(2)月例報告書による確認状況

月報
確認

現場
確認

電話
確認

○ － ○ 無

○ － ○ 無

○ － ○ 無

○ － ○ 無

○ － ○ 無

○ － ○ 無

※基本協定書上の月報等提出期限 の 日まで

２　収支状況

（評価の目安）

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

① ② ③

① ② ③

10,210

▲ 635

２月

0

11,178 11,823

12月

11月

77,817

77,818

14,005

40,961

6,794

5,204

6,102 5,076

10月

0

0

77,277 0

73,713 155,635

▲ 10.9%

▲ 8,473

11,8514,421

71,560

▲ 8.0%

29,225

▲ 20.7%

155,635

34,014 77,277

0

10,685

備考（指導事項等）

下半期合計

今年度

上半期

下半期

下半期

▲ 3,138

▲ 3,994

81,922 73,713

10,783

5,128

4,478

0

0 0

0

12,748

36,856 0

34,013

うち納付金

収入額（自主事業収入は除く）

指定管理料

155,635

0

0

86,526

その他収入 収入合計利用料金

0

077,2760

068,027

155,635

154,553154,553

支出額

単位：千円

募集時の県積算額
（参考）

２月 3月13日

３月

12月

11月

年
度
計
画

上半期

前年度

43,263

0

77,276

81,922

43,263

0

0

36,85740,961

77,817

0

4月21日

収支差額

0

評価 Ｃ

翌月 15

確認
通知日

12月27日

11月21日

12月13日

収支計画（支出額）と比較して
：収支状況が良好である（収支差額のプラスが10％以上）。
：概ね計画どおりの収支状況である（収支差額がプラスマイナス10％未満）。
：計画と異なり、収支差額に10％以上20％以下のマイナスが生じている。
：計画と異なり、収支差額に20％を超える大幅なマイナスが生じている。

3月26日

受理日

11月15日

指
導
等
の
有
無

4月10日

2月14日

1月14日

１月

報告月

10月

2月24日

確認方法

1月27日

0

0

0

0 4,806

３月

37,398

6,305

5,315

▲ 8.7%

5,557

0

１月

77,818

0

0 937

0

10,011

63,087 0

2,538

11,216 0

0

9,748

13,921

▲ 18.9%

▲ 645

0

通
年
実
績

上半期合計 0 38,982 33,861 72,843 66,795 0 6,048

対収支計画比 ▲ 4.8% ▲ 8.1% ▲ 6.4% ▲ 14.2% 7.8%

対収支計画比

0

7,433

0



① ② ③

※その他収入の内容

注：千円未満を切捨てているため、合計は一致しない。

収支状況に関する確認等

＜参考＞
本施設について県が支出した（する）計画修繕工事・各所営繕工事等に係る修繕費等

今期に行った資本的な収入及び支出等の状況

〔参考〕
上半期 通年

収入の増減（収支計画対比±
10％以上）

前年度
下半期実績合計

対収支計画比

×

工事箇所・内容（金額）

0

金額（千円）

○

金額（千円）

× ×

支出の増減（収支計画対比±
10％以上）

確認項目

①

▲ 6.8% ▲ 14.4%

▲ 10.2%

収支計画と異なる理由等

1,103

○

○

収支差額のマイナス（収支計
画支出額対比）

0

参
考

                                                                                                                                                                                                

　基本協定において、県が負担することとしている修繕費等：

0

0

上半期

下半期

0

0 30,07840,202

通年合計 0 76,381 63,087

対前年度
下半期実績比

③

②

参加者負担金、預金利息、雑収入等

ホールを除く会議室等の利用収入が減少したこと。それ
に伴い駐車場利用等の利用も減少した。また、上半期に
は、受講料収入が多く（2,235,000円）下半期は少なかっ
た（401,200円）。

上半期は修繕費の支出が予算の10%程度であったた
め、支出が計画より大幅に減少になった。

利用収入の減少に対し、施設維持費等の固定費は毎月
定額的に支出がある。また、3月に事業所税・法人税の
支出がまとまってある。

○

下半期

 ３０万円以上

×

○

内容

合　計

収入：定期預金の取り崩し、借入れによる収入等
支出：車両の購入、施設の増改築、定期預金の積立て等
積立等：施設の増改築のための積立・借入れ、定期預金等

支　出

0

0

0

0

収　入

0

積立等

0

（期末）

0

0

（期首）

2.1%

166070,280

0.7%

70,114

▲ 10.4% ▲ 11.1%

139,468 138,365 0

通
年
実
績



３　利用状況

（評価の目安）

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

人 人 ％

人 人 ％

人 人 ％

人 人 ％

人 人 ％

人 人 ％

人 人 ％

（駐車場）

台 台 ％

台 台 ％

台 台 ％

台 台 ％

台 台 ％

台 台 ％

台 台 ％

人 人 人 ① ％ ② ％

人 人 人 ① ％ ② ％

人 人 人 ① ％ ② ％

※目標値の設定の有無
期間 その他の場合の期間
基準 その他の場合の基準

利用状況に関する確認等

３月 994 957 103.9

合計 5,558 5,342 104.0

12月 689 706 97.6

１月 860 697 123.4

２月 898 979 91.7

理由及び対応策
〔参考〕
上半期 通年

－ －

○ ××

12月

１月

目標利用者数
（または定員数）

25,744

10月 1,153 1,082 106.6

11月 964 921 104.7

利用台数 前年同期利用者数

25,590

22,04623,099

21,531

102.9

102.6

104.8

確認項目

①
目標対比±5％（目標値対比
増減率105％以上または95％
以下）

②

下半期計

前年同期対比増減率

前年対比±5％（前年同期対
比増減率105％以上または
95％以下）

合　計 321,512

158,379 99.0

－ 107.4

前年同期対比増減率

前年同期
利用者数

11月

合計

２月

上半期計

84.1

97.9

101.9

28,345

利用者数

Ｂ

29,993

入所施設等定員がある場合、定
員比で
Ａ：100％
Ｂ： 90％以上
Ｃ： 80％以上
Ｄ： 80％未満

目標利用者数等を設定していな
い場合、前年同期対比増減率で
Ａ：105％以上
Ｂ： 95％以上～105％未満
Ｃ： 85％以上～ 95％未満
Ｄ： 85％未満

28,225

前年同期利用者数

評価

27,510

今年度下半期利用者数が、
目標対比増減率で
：105％以上
： 95％以上～105％未満
： 85％以上～ 95％未満
： 85％未満

29,14410月

３月 27,758

26,236

平成27年度までに単年度で

利用者数
前年同期

対比増減率
目標（定員）
対比増減率

156,842

311,760

指定管理者提案値

99.1

－

下半期

153,381

多目的ホールの利用が増えた。また、7･8月に選挙
があり、ギャラリーを投票所として横浜市に貸し出
したため、利用者（投票者）が増えた。

103.2

設定している

158,379

－

その他

164,670

156,842
平成27年度までに
単年度で350,000

人

－



＜参考＞
施設の最大利用可能人数

※複数の施設がある場合は個別に記入する。

４　利用者の満足度（アンケート結果）

（評価の目安）

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
－

（ ）

（ ）
※今年度の実施予定 上半期 回 下半期 回 その他
※配布・回収件数 配布 件 回収 件 回収率 ％
※実施方法

５　苦情・要望等

（評価の目安）
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ

報告件数

（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ ）

（ 0 ） （ 1 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ ）

〔参考〕
上半期結果

39 98 30

最大人数 101,136 8,256

年間利用
可能日数

344 344 344 344 344 344

定員（１日あたり
の延べ人数）

294 24 304 － － － 622

半期 50,568 4,128 52,288 － － － 106,984

対面

多目的ホール 特別会議室 会議室 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

213,968

170

180

電話

利用者等に配布

104,576 － － －

137

81.0%
2 1

下半期報告件数
文書

リストから選択 リストから選択

評価 Ｂ

30

とても
悪い

：要望等を積極的に把握して改善を行う等、サービス向上を図った。
：指定管理者に起因しない苦情・要望等があったが、適切に対応した（苦情・要望等がない場合も含む）。
：指定管理者に起因する苦情・要望等があったが、適切に対応した。または、指定管理者に起因しない苦情・要望等が
あり、適切に対応していない。
：指定管理者に起因する苦情・要望等があり、適切に対応していない。

口頭

手紙 電子メール

0上段：報告件数
下段：報告件数のうち所管
課受付分

1

00 0 0 0

2

90

「満足」（４段階評価及び５段階評価の場合、上位２段階）と答えた割合が
：80％以上
：60％以上～80％未満
：40％以上～60％未満
：40％未満　又は（Ａ～Ｃにかかわらず）「不満足」と答えた割合が50％以上
：今期は実施していない

総合満足度の回
答結果

1

とても
良い

1

1
81.0%

上位２段階
の割合

合計普通

合計

73.5%
リストから選択

245

〔参考〕上半期結果
1 1 0 0 0

ギャラリー 音楽スタジオ 合計

0

簡易アンケート等

評価 Ａ

良い 悪い

128
0 15938



苦情・要望等への対応

※　指定管理者に起因するものは必ず記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

６　事故・不祥事等

（評価の目安）
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ

発生状況及び対応状況

随時モニタリングの実施状況

（ ）

対応状況

施設・設備

事業内容

職員対応

該当なし

経緯・調査内容

該当あり

その他

：事故・不祥事等を防止するために積極的に取り組み、事故等が発生しなかった。
：軽微な事故・不祥事等が発生したが、適切に対応した（事故等が発生していない場合も含む）。
：事故・不祥事等が発生したが、適切に対応した。または、軽微な事故・不祥事等が発生し、適切に対応していない。
：事故・不祥事等が発生し、適切に対応していない。

評価 Ｂ

原因・問題点

分野

ルーターを新規購入し、置き場を利用端末
のそばから利用受付事務室内の設置に変更
した。端末機そのものを盗難されないた
め、セキュリティワイヤーを購入し、柱に
固定し強固な盗難防止策を講じた。警備委
託業者には、巡回の際に目視確認の徹底を
お願いした。

指定管理者の対応状況・改善策等

1月23日

１階交流広場設置の公共
施設利用予約システム接
続機器(ルーター)盗難

盗難防止用のワイヤーなどの
設置をしていなかった。

発生日 事故等の概要

該当なし

実施日
（事故発生日）

調査結果等

概要


